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陸上及び広帯域海底地震観測アレーを用いたフィリピン海の３次元上部マントル S
波速度構造

Three-dimensional shear-wave speed structure beneath the Philippine Sea by land and
ocean bottom broadband data
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海底地震観測及び陸上地震観測によって得られた地震波形データを用いてフィリピン海とその周辺域の３次元 S波速
度構造モデルを得た。
特定領域研究「スタグナントスラブ：マントルダイナミクスの新展開」では２００５年から２００６年にかけて北部

フィリピン海及び北西太平洋に１２台の広帯域海底地震計を設置し全点無事に回収した。
今回我々は従来の陸上及び海底地震観測点のデータにこの観測によるデータを加え、Isse et al. (2006)より解像度の良

いモデルを得た。
Isse et al. (2006)同様に基本及び高次モードのレイリー波の位相速度を測定し、その位相速度を用いて深さ約２４０

kmまでの３次元 S波速度構造モデルを求めた。位相速度測定には Yoshizawa and Kennett (2002)の完全非線形な波形イ
ンバージョン法を用いた。また３次元構造を求める際は Yoshizawa and Kennett (2004)を用いて、有限波長効果と波線追
跡を考慮し、より現実を反映したモデルを構築した。また速度モデルを求める際に CRUST2.0モデルを用いて地殻の影
響をのぞいた。解析に用いた波線の数は基本、高次１－３モードでそれぞれ４８１４，４６８，８３８，８３５波線で
ある。Isse et al. (2006)に比べ波線数が増加し、また海底地震観測点の数が増加したことにより水平方向解像度が向上し
た。これはフィリピン海南部で顕著である。得られたモデルは、深さ１２０ km以浅では海洋底年代と調和的な速度異常
のパターンが見られた。深さ１６０ km以深では沈み込む太平洋スラブが高速度異常として見られ、またフィリピン海中
央、カロリン諸島、西カロリン海盆に顕著な低速度異常が見られた。


